
























































































































































































































































































































































































































































































































































































 5) 『晋書』巻 24職官志に載せる恵帝の元康 2年 (292)の詔に次のようにある。























































































































































 64) 『春秋公羊伝』荘公 29年、「脩舊也」後漢・何休注、重栞宋本公羊注䟽本、1815年、3丁表。
 65) 『春秋穀梁伝』重栞宋本穀梁注䟽本、1815年、巻 9、2丁表、巻 19、6丁表。















 74) 『文献通考』職官・秘書監、十通本、1935年、巻 56、職官 10。
 75) 同。
 76) 註 4)に掲げた拙稿「後漢の章帝の学者集団による「校書」」注 (19)のご参照を乞う。
 77) 『論衡校釋』書解篇、巻 28、1150–1151頁。このように、『司馬遷』（当時の『太史公（書）』）、
『漢書』が司馬遷伝を含めて、「文儒」により「著作」された、すなわち、それらの本文が増補さ
れたことを前提に、王充が書解篇を書いたように受けとめることができる。
 78) 『後漢書』巻 59張衡伝、1940頁。第一章（二）の『後漢書』巻 59張衡伝の史料のご参照を乞う。




 81) 註 4)に掲げた拙稿「後漢の章帝の学者集団による「校書」」の注 (13)で原文（1334頁）を示し
論及した。



























  また、巻 79上、儒林伝（上）に次のようにある。
  喜平四年、霊帝乃詔諸儒正定五經、刊於石碑、爲古文、篆、隷三體書法以相參檢、樹之學門、
使天下咸取則焉。（2547頁）








  　『世本』は、漢・宋衷注、清・秦嘉謨等輯『世本八種』（学術叢書 50、西南書局、民国 63年、
1974年）を参照。張澍稡集補注本に山海經注に引く『世本』に「老童娶根水氏、謂之驕福、産
重及黎」とあるとするなど、重（ちょう）と黎（り）についての記述は『世本』にあった（張澍
稡集補注本、85頁 6行目、86頁 1行目。雷學淇校輯本、3頁 8行目。茆泮林輯本、9頁 4行目
–5行目）とみられるが、重・黎と司馬氏を結ぶ系譜は『世本』にはみつけられない。司馬氏を
重（ちょう）と黎（り）の後裔とするのがみられるのは、三皇から隋までの歴代のことを誌した
宋・鄭樵撰『通志』の氏族略・以官爲氏である。『通志』（中文出版社、京都、1978年）巻 8、氏
族 4、志 468頁を参照した。
  　『帝王世記』は、元末明初・陶宗儀『説郛三種』（上海古籍出版社、1988年）の『説郛一百二十
』第 59 冊所収、2729–2730頁を参照した。
